
 
日本ナレッジ・マネジメント学会 第 11期（平成 20年度）研究部会活動計画書 

平成20年1月1日から12月31日まで 
研究部会名 企業評価研究部会 

研究部会長 
連絡先 

田中 孝司 
 

窓口担当者 
連絡先 

川又 裕一 
〒104-8422 
東京都中央区筑地4-1-1 東劇ビル11Ｆ 松竹㈱ 総務部 
電話  03（5550）1300  

研究部会員 総数  12  名 そのうちKM学会員  12  名 （平成 20年  2月 12日現在）

 
１．本年度の活動方針 
（1）『学会版中小企業向け知的資産経営診断』の検討および試行を目指す。 
（2）経済産業省および東京商工会議所と連携して活動を進める予定。 
（3）コンサルタントから知的資産評価経営の診断員派遣の計画もあるので、具体化した時点では診断員養成 
   の研修等も実施していくことになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２．本年度の活動予定 

名  称 活  動  内  容 日時又は回数 概算費用 
定例部会の開催 
 
 

活動計画の検討、進捗状況の報告等 
 
 

開催日： 
毎月第2火曜日 
12回開催予定 

 

知的資産経営診断の検討 
 
 

原案の検討（目標；7月末） 
試行：試行企業の選択⇒試行（8月～10月） 
検証・改訂（11月～） 

 
 

 

以上 

知識経営診断書

経営ﾄｯﾌﾟ

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

従業員ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

現場視察

社外関係者

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

診断員の

固有技術

ＫＭ学会版知的資産経営診断の基本構想

グローバルな視点

テェックリスト
サブシステム

方針把握 Ｇａｐ認識（3）Ｇａｐ認識（2）Ｇａｐ認識（1）

ＫＭの
コア

ＭＡＫＥの８基準

知的資産評価項目

（ストーリー重視）

管理指標の抽出 管理指標の抽出管理指標の抽出管理指標の抽出

Ｇａｐ認識：定性的な指摘


